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１ 研究テーマ設定の理由 

平成２８年度岐阜県における児童生徒の学習

状況調査中学校第２学年数学から以下の問題

について実態が明らかになった。 

問題２５ 

 【花子さんの証明】では，△ＡＢＣ≡△Ａ

ＢＤを示し，それをもとにして∠ＣＡＢ=∠

ＤＡＢであることを証明しました。 

このとき，∠ＣＡＢ＝∠ＤＡＢ以外にも新

たに分かることがあります。それを下のア～

エの中から１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ＡＣ＝ＡＤ  

イ ∠ＣＡＤ＝∠ＣＢＤ 

ウ ∠ＡＣＢ=∠ＡＤＢ   

エ ∠ＣＡＢ＝∠ＤＢＡ 

正答 ウ 

各務原市８校の平均正答率 ７７．９％   

 

 

この結果より，「対応する辺はそれぞれ等し

い」，「対応する角はそれぞれ等しい」という合

同な図形の性質を理解することができている

ことがわかった。「合同な図形の性質」は小学

校の第５学年から学習しており，生徒にとって

繰り返し定着が促されていた内容である。小学

校の内容を活用することで，学習内容が定着し

ていくと考えた。 

  

問題２６ 

 問題の図について，ＣとＤを結びます。こ

のとき，∠ＣＡＢ＝３０°ならば，△ＡＤＣは

どんな三角形になりますか。「～ならば，・・・

になる。」という形で書きなさい。 

正答 ∠ＣＡＢ＝３０°ならば，△ＡＤＣは正

三角形になる。 

各務原市８校の平均正答率 １８．８％ 

  

基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けられる指導過程の工夫 

～小中の円滑な接続を通して～ 
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概要 

 新学習指導要領で「初等中等教育の一貫した学びの充実」が重要視されている．基礎的・基

本的な知識・技能を確実に身に付けるためには，小中の円滑な接続を欠かすことはできない．

特に図形分野は，既習の性質を使って新たな性質を見い出すなど，その要素が強い． 

 各務原市では，「小学校の内容を活用する」ことに重点をおいて研究を進めた．また，小学

校の内容との関連のもたせ方にも着目した．岐阜県学習状況調査の結果を分析すると，「問題

の条件が変化」したときに弱さがみられたことから，問題の条件が増えたり変わったりしてい

るという視点をもって問題に取り組めるように工夫をした． 

 具体的には，第３学年の「相似と比」の学習で拡大図をかく際に，小学校６年生で習った内

容を活用する実践を行った．また，単元指導計画にも「小学校の内容」を位置付け，単元を通

して取り組んだ結果，既習事項を意識して課題解決に取り組む生徒の増加につながった． 

 

＜キーワード＞ 図形指導，小学校の内容の活用，問題の条件の変化 
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この問題の誤答として，「二等辺三角形であ

る」と答えたものが多かった。もし問題が， 

という，前問と条件が変わらないものなら，正

解率は高かったと予想される。 

つまり，二等辺三角形の性質や，正三角形の

定義など，問題解決に必要な既習事項は理解し

ていて，それを活用して問題を解くことはでき

ても，問題の条件が増えたり変わったりしたと

きに，それに対応する力が弱いと考える。 

そして，それに対応するためには，「条件の

変化を的確に捉え，図をかき直す力」を育てれ

ばよいと考えた、 

 

以上のことから，「基礎的・基本的な知識・

技能を確実に身に付けられる指導過程の工夫

～小中の円滑な接続を通して～」を研究テーマ

とした。 

 

２ 研究仮説 

次の手だてを講じれば，「基礎的・基本的な

知識・技能を確実に身に付ける」ことができる。 

 

①小学校の内容を活用する。 

②「問題の条件の変化」という視点をもつ。 

 

３ 研究の方法 

（１）関連する小学校の内容を明記した単元指

導計画の作成 

（２）課題解決するための既習内容の活かし方

と解決の見通しのもたせ方の工夫 

 

 

 

 

 

４ 研究内容 

（１）関連する小学校の内容を明記した単元指

導計画の作成 

資料１ 別紙１ 

 

 単元指導計画に「関連する小学校の内容」を

位置づけた。 

例えば，３年生「相似と比」の第１６時は，

図形の中に相似な図形を見つけることで，相似

比を使って問題を解決する時間である。 

 

 

 

 

 

ここでは，小学校の関連する内容として下の

問題を位置づけた。 

 

これは仮説②の，「問題の条件の変化」とい

う視点につながっている。小学校の問題を復習

した後に，上の問題を考える。三角形の向きが

変わっているだけだと気付き，向きを変えて図

をかき直した。 

 

（２）課題解決するための既習内容の活かし方

と解決の見通しのもたせ方の工夫 

実践 第３学年 相似と比 

「図形の拡大と縮小」 

 この授業のねらいは以下の２つである。 

・図形を拡大したり，縮小することの意味を

確認する。（学び直し） 

図について，ＣとＤを結びます。このと

き，△ＡＤＣはどんな三角形になりますか。 
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資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

・拡大図や縮図と，もとの図形との間にある

性質を理解する。 

資料３ 

 

 

 

 

 

 

１点Ｏを中心に拡大図をかき，対応する辺の

比と対応する角の大きさを測定する学習活動

を行う。 

 

この授業で利用した小学校の内容 

 

資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２つの辺の長さをそれぞれ２倍にした長さ

と，その間の角の大きさを使ってかいた図が２

倍の拡大図になっていることを，辺の長さや角

の大きさを測定することで学習している。 

 

 

研究仮説で述べた２つの視点でこの内容を

利用した。 

①小学校の内容を活用する 

 資料５ 

 

 

 

 

 

Ａ’Ｂ’=２ＡＢであることを，小学校の内容を

活用して理解させた。資料６のように，△Ｏ

ＡＢに着目して，Ａ’Ｂ’=２ＡＢになっている理

由をお互いに説明し合う活動を取り入れた。ま

た，他の辺や角に関しても考えさせた。 

 

資料６ 

 

 

 

 

 

 

≪工夫した点≫ 

ア 導入の工夫 

６年生で学んだ資料４を想起することを

導入に位置付けた。 

イ 問題の工夫 

  図形を資料５のように三角形にした。教

科書では四角形を扱っているが，辺について

４通り，角についても４通りの説明が必要と

なる。そこで，同様の説明を３回行えばよい

ようにした。また，△ＡＢＣと拡大した図形

が重ならないように配慮した。さらに，導入

で扱った三角形と資料４の△ＯＡＢとを同

じ形にすることによって，導入で扱った学習

を根拠にしてＡ’Ｂ’=２ＡＢについて考えら

れるようにした。 
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ウ 個別指導の工夫 

資料５の図形は，半直線や線分が数多く

ある。そのため，どこに着目したらよいのか

がわからない生徒がいる。そこで，注目すべ

き三角形を着色して提示することにした。ま

ずは，△ＯＡＢと△ＯＡ’Ｂ’に着目し，導入

の拡大図と対比しながらＡ’Ｂ’=２ＡＢを導

くことができるように支援した。 

 

②「問題の条件の変化」という視点をもつ。 

 

資料７ 

 

 

 

 

 

 

 

     ・О 

 

 本時の問題は，資料４の点Ａが，図形の外

に動いたと見ることができる。（資料７） 

 問題提示の際，電子黒板を使って，「中心を

点Ａから点Ｏからずらした」ことを印象付けた。

その後，どうやってかけば良いか問いかけたと

ころ，生徒はすぐに「中心Ｏから各頂点に半直

線をひけばよい」と答えた。 

 点Ｏの位置が変わるという条件の変化に対

応して，図をかき直すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究のまとめ 

○ 小学校の内容を活用することができた。 

《授業後のアンケート Ａ中学校 １１５人》 

点Ｏを中心とする図形の拡大が小学校で習

った頂点を中心とする拡大を利用している

ことが理解できたか。 

㋐ 一人で理解できた        ４７％ 

㋑ 仲間の説明を聞いてわかった   ４３％ 

㋒ よくわからなかった       １０％ 

 全体の９割の生徒が本時の考え方を理解す

ることができた。また，仲間の説明を聞いて理

解できた生徒が全体の４割いた。 

 

○ 小学校の問題の条件が「変わった」という

視点をもって，拡大図をかくことができた。 

《授業後の生徒の振り返りの記述》 

小学校の時とは拡大図のかき方は違ったけ

れど，三角形の拡大の考え方は同じだった。 

点Ｏの位置が変わっても，小学校で習った拡

大図のかき方をもとに，問題解決することがで

きたことが分かる。 

 

○ 既習事項を意識して，課題に取り組む生徒

が増えてきた。 

《単元を終えて 振り返り》 

 子どもの意識の中で，「今まで習ったことと

つながっている」「前の問題から条件が変わっ

ているだけ」という考えが強くなり，わからな

いときは既習事項に戻って考えようとする姿

が多くなった。 

 

 

 

 

・問題が渡された後、既習事項を使って解

こうと考えられた。 

・わからなくなったとき、前回のノートや

教科書を参考にして考えられた。 
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● 必要な線分や点だけを抜き出して解決す

る力を育てること。 

 

どの図形に着目したらよいのかがわから

ない生徒がいた。そのため，△ＯＡＢと△Ｏ

Ａ’Ｂ’に着目し，導入の拡大図と対比しなが

らＡ'Ｂ’=2ＡＢを全体で確認した。 

  多くの線分や点がある中で，既習内容を使

うために必要ものに注目して考える力が育

っていないことが分かった。 

  １年生の「いろいろな作図」の学習で，必

要な線分や点を抜き出して解決させるなど，

あらゆる場面で取り組んでいく必要がある。 
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